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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（1）経営成績に関する説明 

   当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、雇用・所得環境や企業収益が改善するなど、緩

やかな景気回復基調が続いているものの、個人消費の伸び悩みや海外情勢の不透明感などから慎重姿

勢も見られました。 

   また、海外経済においても同様に景気は緩やかに回復しておりますが、米国トランプ政権の政策動

向や中国及びアジア新興国経済の経済鈍化懸念、地政学的なリスクの高まり等により、先行き不透明

な状況で推移いたしました。 

   一方、当社グループが属する電子計測器、電源機器等の業界においては、製造業の設備投資は緩や

かな増加傾向にあるものの、依然として慎重な姿勢が見られ、総じて厳しい状況で推移いたしました。 

   このような状況の中、当社グループは引き続き環境・エネルギー関連市場、自動車関連市場及び冷

凍空調市場を中心に積極的な営業活動や販路開拓活動と研究開発活動を行うと共に、原価低減と経費

節減にも努力を重ねてまいりました。 

   この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は52億２千６百万円(前年同期比1.3％減)となりまし

た。 

   損益面におきましては、研究開発費の増加や本社移転に伴う費用の発生などによる販売費及び一般

管理費が増加したことにより、営業利益は３千４百万円(前年同期比75.2％減)、経常利益は４千３百

万円(前年同期比69.3％減)、親会社株主に帰属する四半期純利益は５千９百万円(前年同期比19.3％

減)となりました。 

 

   なお、当社グループにおける製品群別の売上の概況は、次のとおりであります。 

 

 《電子計測器群》 

    電子計測器分野においては、次世代自動車関連市場や電子部品市場への安全関連試験機器が好調に

推移いたしましたが、前年同期好調だった航空機用電子機器の測定器が低調に推移したことなどによ

り、前年同期実績を下回る結果となりました。 

    以上の結果、売上高は11億３千２百万円(前年同期比16.4％減)となりました。 

 

 《電源機器群》 

    電源機器分野においては、次世代自動車関連市場や電子部品関連市場等への直流電源が好調に推移

いたしました。また、車載関連市場やエネルギー関連市場への交流電源や電子負荷装置に動きが見ら

れたことなどにより、前年同期実績を上回る結果となりました。 

    以上の結果、売上高は38億７千７百万円(前年同期比4.0％増)となりました。 

 

 《サービス・部品等》 

サービス・部品等につきましては、特記すべき事項はありません。 

当該サービス・部品等の売上高は、２億１千７百万円(前年同期比3.0％増)となりました。 

 

    上記に含まれる海外市場の売上の概況は以下のとおりであります。 

 

 《海外市場》 

    米国では、車載関連市場への直流電源やＩＴ市場への電子負荷装置に動きが見られました。欧州で

は、航空機関連市場や車載関連市場への直流電源や交流電源に動きが見られました。 

    アジアにおいては、中国では、車載関連市場、エネルギー関連市場への安全関連試験機器、直流電

源や交流電源が好調に推移いたしました。韓国では電子部品関連市場への安全関連試験機器、また、

東南アジアではエネルギー関連市場と家電関連市場への安全関連試験機器や電子負荷装置にそれぞれ

動きが見られました。 

    以上の結果、海外売上高は、前年同期実績を上回り、16億６千６万円(前年同期比7.5％増)となりま

した。 
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（2）財政状態に関する説明 

   当第３四半期連結会計期間の総資産は、現金及び預金並びに受取手形及び売掛金が減少したものの、

たな卸資産や投資有価証券の増加等により、前連結会計年度末に比べ３億１千万円増加し、114億９千

万円となりました。 

   負債は、支払手形及び買掛金並びに固定負債その他（繰延税金負債）が増加したものの、未払法人

税等の減少等により、前連結会計年度末に比べ２百万円減少し、21億６千万円となりました。 

   純資産は、剰余金の配当及び自己株式の取得等により減少したものの、親会社株主に帰属する四半

期純利益の計上やその他有価証券評価差額金の増加等により、前連結会計年度末に比べ３億１千２百

万円増加し、93億３千万円となりました。 

 

（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成 30 年３月期通期の業績予想につきましては、平成 29 年７月 28 日に「第２四半期累計期間及び

通期業績予想の修正に関するお知らせ」にて公表いたしました業績予想を修正しております。 

詳細につきましては、本日別途開示いたしました「通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご参

照下さい。 
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 (3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

      該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

     当第３四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日） 

       該当事項はありません。 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） 

    税金費用の計算 

    当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、

税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

 

（会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示） 

   該当事項はありません。 

 

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等 

該当事項はありません。 
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